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戦間期文化国際主義と「新渡戸宗の使徒」 
 

中嶋啓雄 
 
 

はじめに―――国際社会の誕生 
 
「国際社会（international society）」：英国学派の国際政治学者ヘドレー・ブルの概念 
→Ｄ・ゴーマンによる両大戦間期への適用：『国際社会の誕生』 
⇔Ｅ・Ｈ・カー『危機の 20 年』（1939 年） 
その推進力として文化国際主義：「国境を越えた文化的活動によって国際交流を深めよう

とした国際主義」（入江） 
＝「連盟創設後の国際主義」(Akami) ≒ウィルソン的国際主義（自由主義的国際主義）の

文化的側面の呼称 
主要な担い手 

英米の国際主義者：イギリス帝国における「帝国主義的インターショナリズム」（マゾ

ワー）の推進者（王立国際問題研究所〔ＲＩＩＡ、別称チャタムハ

ウス〕）＋アメリカの国際主義者（外交問題評議会〔ＣＦＲ〕） 
ジュネーブやパリに集う専門家・知識人 
Cf. 太平洋問題調査会（ＩＰＲ）日本支部（カウンシル）の中心「新渡戸宗の使徒」 

 
Ⅰ．新渡戸宗の使徒とその活動 
新渡戸宗の使徒：第一高等学校（一高）（現・東京大学教養学部）の在校生ないし卒業生

として校長・新渡戸稲造に指導を仰いだ人々。太平洋問題調査会（ＩＰ

Ｒ）日本支部の中心にあって、原初的アメリカ研究集団を形成 
Cf. 新渡戸稲造：札幌農学校 2 期生として校長Ｗ・Ｓ・クラークの指導を仰ぎ、東京帝国

大学入学に際して、「太平洋の橋」となることを志す。アメリカ、続い

てドイツに留学し、米国人女性と結婚して帰国。東大教授等を務めた

後、国際連盟事務次長（1920～26 年）。満州事変（1931 年）後、アジ

ア・太平洋地域における国際ＮＧＯの先駆的存在ＩＰＲの会議で日本支

部理事長として日本の立場を擁護。カナダの保養地バンフで開催された

第 5 回ＩＰＲ会議（1933 年）出席後、ヴィクトリアで客死。主著『武

士道』（英文）（1899 年） 
鶴見祐輔：新渡戸の「日米交換教授」としての講演旅行（1911～12 年）に同行。1920 年
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代～30 年代の民間外交（cf. 北米遊説記』〔1927 年〕）に貢献→太平洋戦争にか

けての戦争協力。アメリカに関する主著『現代米国論』（1931 年）（cf.「貴方

のようにアメリカを真に理解している日本人はほとんどいない」〔ビアー

ド〕）。長男・俊輔、長女・和子――それぞれ戦後、著名な哲学者、社会学者に

――のアメリカ留学（1930 年代後半～太平洋戦争勃発） 
前田多門：東京市長・後藤の下、助役（副市長に相当）としてビアード接受。国際労働機

関（ＩＬＯ）日本政府代表（於・ジュネーブ、1923～26 年 cf. 後に火曜会初

代幹事の北岡寿逸もＩＬＯ帝国代表事務所長〔1936～38 年〕）。日本文化会館
ジャパン・インスティテュート

（ニューヨーク）館長（1938 年～太平洋戦争勃発）。著書『アメリカ人の日本

把握』（1940 年） 
高木八尺：日本におけるアメリカ研究の祖。銀行家Ａ・Ｂ・ヘボン（ヘボン式ローマ字を

案出した宣教師・医者Ｊ・Ｃ・ヘボンの遠戚）の寄付を「日本資本主義の父」

渋沢栄一らが仲介して、1918 年（大正 7 年）に東京帝国大学法科大学（後の

法学部）に開設された「米国憲法、政治及外交」〔ヘボン講座〕講座の初代講

師（cf. 米欧留学〔1918～23 年〕）。外国人として初めて東大文学部に留学

（1935～36 年）したＨ・ボートンを推薦（cf. 同時期、Ｅ・Ｏ・ライシャワー

もボートンに続いて文学部に留学〔ライシャワーは 1936～37 年は京都帝国大

学で研究〕） 
Cf. 蠟山政道：日本における行政学の草分け的存在（cf. 欧米〔特にイギリス〕）留学

〔1925～27 年〕）。高木の推薦で東大法学部に留学中のＣ・Ｂ・ファーズ―

―ライシャワー、ボートンらと並ぶアメリカにおける第一世代の日本研究

者――指導（1935～36 年） 
Cf. 松本重治：米欧留学（1923～27 年）。第 3 回ＩＰＲ会議（於・京都、1929 年）には書

記として出席（Ｊ・Ｄ・ロックフェラー三世〔同じく書記として出席〕と

の出会い cf. 「松本と彼の妻は特に素晴らしい」〔ロックフェラー日

記〕）。新聞聯合通信・同盟通信――同盟は「新渡戸宗の使徒」の聯合社

長・岩永裕吉が 1935 年（昭和 10 年）に創設した国策会社――で活躍（cf. 
日中和平の仲介）。戦後、国際文化会館（東京・六本木）の開館（1955
年）・運営に尽力 

具体的な活動 
火曜会（ウィルソン倶楽部）：一高弁論部の後輩・蠟山、北岡らと共に鶴見が創設

（1916 年）。アメリカに縁のある松岡洋右、徳富蘇峰らが

講演。石本（後の加藤）シズエも会員 
鶴見の義父・後藤新平によるＣ・Ａ・ビアード招へい（1922～23 年）のホスト役 

 …→日本における原初的アメリカ研究者集団の形成 
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Ⅱ．戦間期文化国際主義の生成 
主要機関 
ＲＩＩＡ：1920 年、イギリス国際問題研究所〔ＢＩＩＡ〕として創設。ＩＰＲイギリス支

部として機能。『ラウンド・テーブル』誌（1910 年創刊）に集う南アフリカ高

等弁務官Ａ・ミルナーの弟子たち（「幼稚園（Kindergarten）」）が中心。Cf. 
カナダ国際問題研究所（1928 年創設）、オーストラリア国際問題研究所（1932
年）―――それぞれＩＰＲ支部としても機能 

ＣＦＲ（Council on Foreign Relations）：ＲＩＩＡの姉妹機関 
国際政治学協会大会（ウィリアムズ大学、マサチューセッツ州ウィリアムズタウン）

（1921 年創設）：1920 年代における国際政治論議の中心 
 古典的アメリカ論『アメリカン・コモンウェルス』（1888 年）の著者でアメリカ大使も

務めたＪ・ブライスやＲ・カーティス、鶴見も講演 
太平洋問題調査会（Institute of Pacific Relations） 

1925 年創設。当初は 3 年毎、30 年代半ば以降、数年おきに国際会議を開催。戦後、赤

狩り（マッカーシイズム）の犠牲になり 1961 年解散 
知的協力国際委員会（ユネスコの起源）：1922 年設置。本部ジュネーブ 
知的協力国際機関：1926 年創設。本部パリ 
 
主要人物 
Ｒ・カーティス：外交評論家。ＲＩＩＡの中心人物。前田、高木らと交友 
Ｐ・カー：カーティスと共にＲＩＩＡ牽引 
Ａ・ジマーン：初めて国際関係論が講じられたウェールズ大学アベリストウィス校（現・

アベリストウィス大学）ウッドロウ・ウィルソン講座初代講師。国際知的

協力機関副所長 
Cf. Ａ・トインビー：イギリスの歴史家。ＲＩＩＡ研究部門長（1925～56 年）。ＩＲＰ京

都会議出席。後に文明史家として広く知られるようになり、国際文

化会館と連携して松本や高木が企画した特別人物交流計画で再訪日

（1956 年） 
Ｊ・Ｔ・ショットウェル：歴史家（コロンビア大学）。ＩＰＲ創設者の一人（第 3 回会議 

〔於・京都〕にも出席）。国際連盟傘下の知的協力委員会のア

メリカ支部運営。ケロッグ＝ブリアン協定（パリ不戦条約）

（1928 年）起草。高木らと交友 
新渡戸 
 
Ⅲ．アジア・太平洋地域の文化国際主義をめぐる諸問題 
太平洋島嶼の委任統治≒ウィルソンの講和 14 か条の第 5 条「植民地の……すべての問題
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を決定する際に、関係する住民の利益が、……〔植民地〕政府の

……要求と対等の比重を持たなければならない」 
人種主義との戦い 

  「二〇世紀の問題はカラー・ラインの問題」（Ｗ・Ｅ・Ｂ・デュボイス『黒人の魂』

1903 年） 
×日本が連盟規約への挿入を試みた人種平等案 cf. 近衛文麿「英米本位の平和主義を排 
す」（1919 年） 

 「排日移民法」（1924 年）：ＩＰＲの当初の主要な議題 
 ＩＰＲ会議参加資格をめぐって 
  日本支部（特にその保守派）によるＩＰＲ会議からの韓国代表団（グループ）排除：

東部エスタブリッシュメントに繋がるアメリカのショットウェルら、イギリス支部の

一部も同調 cf. 徐載弼
ソ ジ ェ ピ ル

（Philip Jaisohn）の活動 
⇔日本支部による満州国代表団のＩＰＲバンフ会議参加の模索 

  〇フィリピン、△オランダ領東インド、×フランス領インドシナ 
 
 
おわりに―――新渡戸宗の使徒と戦後 
エリート男性による国家主義への接近：近衛首相のブレーン 
∴公職追放：鶴見（1946～50 年）、前田（同）、蠟山（1947～48 年）、松本（1947～50
年） 
Cf. アメリカ：元ＩＰＲ評議員スタンレー・ホーンベック国務省極東部長（1928～37 年） 
の動向。エドワード・カーターＩＰＲ事務総長（1933～46 年）の政府への接近 
∴中国の「喪失」（1949 年の中華人民共和国建国）後の 1950 年代前半の赤狩り（マッカ

ーシイズム）の犠牲に 
日米知的交流の再生 

ビアード夫人と鶴見、前田、高木らとの交友復活 
国際文化会館開館（1955 年） 
Cf. 国際機関（ＩＬＯ、ユネスコ〔1951 年加盟〕）との関係（前田、蠟山、松本） 

東西冷戦と国際主義の交錯 
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